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あらまし：本稿では，学習者が内的表象を整理・調整していく過程を支援する方法として，再構成学習法

を四段階の学習サイクルとして定式化した．この学習法は，外在化・操作対象化された外的表象の再構成

活動を通じて，内的表象の再構成を促す枠組みである．また，この枠組みは，内的表象を一方的に強制す

るものではなく，学習者の理解の主体的な構成を重視する構成主義的・協調的学習観に合致するものであ

ることを論じた． 
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1. はじめに 

学習者が断片的な知識を得るだけでは，深い理解

や応用にはつながらず，複数の知識を関係づけて統

合・組織化した「構造」の獲得が不可欠であるとさ

れている．ここで言う構造としては，図や記号など

によって可視化・記述され，学習者が直接的に操作

可能な構造としての「外的表象」と，学習者の中で

意味づけられた理解として存在し，外部から直接的

に観測できない構造としての「内的表象」に分ける

ことができる．そして，外的表象は，内的表象の一

部が顕在化し，記号化されたものとして表出したも

のであり，外的表象を意味的に解釈する文脈として

内的表象が機能する．  

「再構成学習法」は，この外的表象と内的表象の

関係性に着目し，外的表象を外在的・操作的に再構

成する活動を通して，内的表象を再構成することを

促す方法である．本学習法では，学習内容に対して，

構造を構成する要素とその関係を記述可能であるこ

とを前提とする．記述が可能であれば，構造を分解

して部品群を生成し，それを用いて学習者が構造を

組み立てなおす「再構成」が行える．この外的表象

の再構成活動を通じて，学習者の内的表象が徐々に

構造化・調整されていくことが期待される．図１は，

見えている外的表象を通して，見えていない内的表

象を間接的に学習活動の対象とすることができると

いう考えを，氷山メタファーによって表している． 

再構成学習法は，(1)仮説的再構成，(2)差分抽出，

(3)差分説明，(4)再構成的内省，の四つの段階からな

る学習サイクルである．学習者はまず，自身の理解

に基づいて構造を仮説的に再構成し，次に与えられ

た構造との比較を通じて差異を検出する．この差分

を説明し，再構成的に内省することで，構造の意味

や文脈を探究しながら，理解の深まりと調整が行わ

れることを期待する学習法となっている． 

再構成対象となる構造は，外的表象として可視化・

共有可能な形で提示され，学習者間での共通の参照

対象となる．これに対して内的表象は，学習者の理

解や意味づけの基盤であるが，直接的な共有や操作

は不可能である．しかし，学習者が共有された外的

表象に対して説明・解釈を行う過程では，自らの内

的表象を能動的に活用することが求められる．その

結果として，これまで暗黙的で十分には整理されて

いなかった内的表象が，他者との比較や内省を通じ

て意識化され，再構成されていくと期待できる．こ

の意味で，再構成学習法は，外的表象の再構成を媒

介とし，内的表象の構成とその自己内・相互的な整

理を促す実践的枠組みである．したがって，外的表

象の再構成は，内的表象を能動的に活用し調整する

ための契機であり，模倣を強制したり，学習者の主

体性や独自の理解を奪うためのものではない． 

本稿では，この四段階の学習プロセスを理論的に

整理し，「外的表象を媒介とした内的表象の構成と共

有化」という観点から，構成主義的および協調的学

習観との整合性と教育的意義を論じる． 

 

2. 仮説的誤答観と再構成学習法の四段階 

2.1 仮説的解答観 

課題に対する解答の多くは，記憶の直接的な再生

図１ 氷山メタファーを用いた内的表象と

外的表象の関係図 
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ではなく，解釈や推論を経たものである．そして，

その解釈や推論には，一貫した整合性が認められる

ことが多い．このような観点から，解答は仮説的な

ものであると捉えることができる．このように解答

を捉えると，学習者の解答は正誤に関わらず，学習

者の理解に基づいて合理的二導かれた意味のある産

物として，学習上価値を持つといえる．このような

解答の捉え方を本研究では「仮説的解答観」と呼び，

再構成学習法の理論的基礎の一つと位置付ける．こ

の解答観は，バグ知識を用いた合理的な推論として

誤答を捉えるバグモデルや，合意できない他者の意

見を，他者が持っている異なる前提を推定すること

により合理性あるものとして捉える共感的理解とも

共通するものであり，正誤によって解答を評価する

正誤的解答観とは対照的な解答観といえる． 

2.2 第 1 段階：仮説的再構成 

仮説的再構成とは，あらかじめ与えられた構造の

部品群（ノードやリンクなど）を用いて，学習者が

自身の理解（内的表象）に基づき，構造（外的表象）

を組み立て直す活動である．この再構成は，単なる

操作ではなく，「この部品は何を意味するのか」「こ

の接続は妥当か」「この構造は自分の理解と合ってい

るか」といった内的な問いを喚起する過程を伴う．

これらの問いは，構成を仮説的な営みとして位置づ

け，学習者が自身の内的表象を活用して応答しよう

とすることを促す． 

このようにして構成された構造は，たとえ正答と

異なるものであっても，学習者の理解に基づいて論

理的に構築された「仮説的解答」として捉えられる．

それは，単なる記憶の再生ではなく，推論・意味づ

け・構造化を含んだ能動的な活動の成果であり，次

の段階における思考の出発点として重要な意味を持

つ． 

2.3 第 2 段階：差分抽出 

差分抽出とは，仮説的に構成された構造と，あら

かじめ用意された参照構造を照合し，両者の構造的

な違いを明らかにする活動である．ここで検出され

る差異は，単なる正誤の判定ではなく，意味的な構

成の違いとして捉えることが重要である．差分は主

に，（1）学習者の構造に存在しない要素（欠落），（2）

参照構造に存在しない要素（過剰）として分類され

る． 

加えて，構造的には一致しているが，学習者が不

確かさや迷いを感じた部分を自己申告する「自己申

告型差分」，また教材側で誤解が生じやすい箇所にあ

らかじめ注意を促す「事前指摘型差分」も含めて検

討する．これらの差分は，次の段階での省察や再構

成の出発点となる． 

2.4 第 3 段階：差分説明 

差分説明は，差分抽出によって明らかになった構

造の違いに対して，学習者自身がその理由や背景を

言語化し，省察する活動である．たとえば，「なぜこ

の接続を追加したのか」「なぜこの情報を見落とした

のか」「構成時に確信が持てなかったのはなぜか」と

いった問いを通して，学習者は自身の思考の前提，

知識の選択，解釈の枠組みなどを再検討する． 

差分の種類に応じて，誤解，情報の不足，先入観，

あいまいな理解などの問題点が浮かび上がる．こう

した説明活動を通じて，差分は内的表象を見直すた

めの契機として機能する． 

2.5 第 4 段階：再構成的内省 

再構成的内省は，差分の検討とその説明を踏まえ

て，学習者が自身の構成（外的表象）および理解の

枠組み（内的表象）を振り返り，必要に応じて再編

成を行う段階である．このとき重要なのは，単に参

照構造に合わせるのではなく，「なぜそのように修正

すべきか」「どう理解し直すべきか」といった意味に

基づく再構成を行うことである． 

 

3. 構成主義的再構成 

再構成法で扱う構造は外的表象として記号化・可

視化されているが，その構造に意味や妥当性を与え

る文脈や理解は，学習者の内的表象として保持され，

しばしば暗黙的である．学習者はこの内的表象に基

づいて，探索的かつ仮説的に構造を再構成し，その

過程で意味や文脈の内在化が進む．こうした学びは，

学習者が外的表象を操作しながら自身の理解（内的

表象）を構成していく点で，構成主義的に基づく学

習観に立脚しているといえる．また，外的表象の再

構成を通して内的表象の構成が促進されるとの立場

から，「再構成的構成主義」と位置付けられる． 

さらに，社会的構成主義の観点からは，同一の部

品を用いて複数の学習者が構造（外的表象）を再構

成し，相互に比較・説明・修正していく「構造共有

型協調学習」として定式化できる．このプロセスで

は，構造が共有の作業対象として機能し，学習者間

の対話や意味交渉を促進する．差異の言語化や他者

視点との照合を通じて内的表象の再構成が進み，

ZPD 的な学びが生起することが期待される．これら

のことから，本学習法を構成主義的な学習観を実践

する一つの方法と位置付けることができる．  

 

4. まとめ 

本稿では，再構成学習法が「再構成的内省」まで

を含んだ学習サイクルをなすことを明示した．再構

成学習法の詳細や活用事例，および構成主義をはじ

めとする学習理論との関係は別稿(1)で述べている．

また，「透明性の誤謬」に対する実践的な対処法とし

ての位置づけについても，別稿(2)で論じている． 
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